
チリトロール 2000Ｌ測定結果集計について 

 

本サーベイでは千葉県検査値統一推進事業の一環として、参加施設にチリトロールの測定をお願いし

た。測定状況は全参加施設の約 55％となっている。測定値の報告があった施設をチリトロール測定施設

とし集計を行った。 

サーベイ参加施設を項目ごとにチリトロール未測定施設、チリトロール測定施設、チリトロール測定

値が認証許容範囲内であった施設に分類し、サーベイ試料に対する A評価割合を算出した。各項目にお

ける A評価割合を図 14に示す。チリトロール測定施設群では 25項目中 20項目が、チリトロール未測

定施設群に比べ A評価割合が高い結果となった。さらに、チリトロール測定値が認証許容範囲内であっ

た施設群では、20項目の A評価割合がチリトロール未測定施設群より高い結果であった。 

サーベイは外部精度管理として、その時の測定値を確認するものである。サーベイの結果が良い評価

であったとしても、それは今後を保証するものではない。本サーベイにおけるチリトロール測定結果か

ら、測定値が認証許容範囲内であった施設の多くは、本サーベイ試料においても良好な評価を得ている。

また、県内の基幹病院が自施設の測定値を公開することで、チリトロール使用施設の精度管理をサポー

トする体制が構築されている。これらのことから、チリトロールを用い継続して内部精度管理を行うこ

とは有用であると考える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９. 測定装置の採用状況 

 

汎用自動分析装置および専用分析装置の代表として Na、GLU、AST、HbA1cについてそれぞれの測定

装置の採用件数を示した。 

 

（一般社団法人 千葉県臨床検査技師会 平成 24 年度 第 18 回精度管理調査報告書より） 
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